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第 1 章

Cisco HyperFlex Storage Integration for
Kubernetes

•概要（1ページ）
•コンポーネント（2ページ）

概要
Cisco HyperFlex Storage Integration for Kubernetesにより、HyperFlexは、HyperFlex上で動作する
Kubernetesポッドに永続ストレージを動的に提供できるようになります。この統合により、
HyperFlexが永続ボリュームのオブジェクトライフサイクル全体のオーケストレーションをオ
フロードおよび管理できるようになる一方で、最終的には開発者やユーザがそれを、標準の

Kubernetes永続ボリュームクレームオブジェクトを通じて駆動（開始）できるようになりま
す。開発者とユーザは、開発者やユーザの観点からは追加の管理オーバーヘッドを発生させず

に、Kubernetesの永続ストレージのニーズに HyperFlexを活用するという利点を得ることがで
きます。
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HyperFlex Storage Integration for Kubernetesを利用する場合、Kubernetesの各永続ボリュームオ
ブジェクトは、HyperFlexストレージサブシステム上に存在する iSCSIベースのLUNによって
表されます。各 iSCSI LUNは、VMが存在するローカル ESXiホスト上で動作する scvmclient
サービスによってKubernetesノード（VM）に提供されます。Kubernetesノード（VM）自体は
ソフトウェア iSCSIイニシエータサービスを実行しているため、iSCSIターゲットによって提
供される iSCSI LUNをマウントできます。各 ESXiホストはホストオンリーの vSwitchによっ
て構成され、そこに、iSCSIターゲット（ESXiの scvmclientサービス）と iSCSIイニシエータ
（その ESXiホスト上でローカルに動作する Kubernetes VM）の間でのすべての iSCSIベース
トラフィックが存在します。

コンポーネント
Cisco HyperFlex Storage Integration for Kubernetesは、次の 2つのコンポーネントで構成されてい
ます。両方のコンポーネントが連携して、HyperFlexのストレージを動的にプロビジョニング
し、最終的には、そのストレージを適切な Kubernetesポッドに永続ボリュームオブジェクト
として提供します。

• HyperFlex FlexVolumeプラグイン

• HyperFlex Kubernetes Storage Provisioner

HyperFlex FlexVolumeプラグイン

HyperFlex FlexVolumeプラグインは、シスコが Kubernetes FlexVolumeの「ツリー内」フレーム
ワークを活用して開発したプラグインです。Hyperflex FlexVolumeプラグインは、Kubernetes
ノードからHyperFlexクラスタへの接続を管理し、コンテナがKubernetes FlexVolumeインター
フェイスを介してストレージボリュームを利用することを可能にします。
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HyperFlex Kubernetes Storage Provisioner

HyperFlexKubernetes Storage Provisionerは、シスコが開発したコンテナです。このコンテナは、
ターゲット Kubernetesクラスタ内に展開され、HyperFlexからの永続ボリュームのストレージ
プロビジョニングオーケストレーションポイントとして機能します。開発者は、永続ボリュー

ムクレームを使用してアプリケーションストレージ要件を提出し、HyperFlexに関連付けられ
た特定のStorageClassを参照します。Kubernetesは、必要なストレージ要求をStorageClassで設
定されている HyperFlex Kubernetes Storage Provisionerに渡します。
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第 2 章

HyperFlex ConnectでのKubernetesのサポー
ト

• HyperFlex Connectでの Kubernetesの統合（5ページ）
• Kubernetes統合の有効化 （5ページ）
• [一部有効（Partially Enabled）]クラスタステータス（8ページ）

HyperFlex Connectでの Kubernetesの統合
Cisco Container Platform（CCP）または RedHat OpenShift Container Platform（OCP）のどちらを
使用している場合でも、HyperFlex Storage Integration for Kubernetesを使用するには、HyperFlex
Connect内で Kubernetesのサポートを明示的に有効にする必要があります。HyperFlex Connect
で Kubernetesのサポートを有効にすると、基盤となる HyperFlexストレージサブシステムが
iSCSIベースのLUN（これは最終的に永続ボリュームオブジェクトにマッピングされる）をサ
ポートするように設定されます。さらに、Kubernetesのサポートを有効にすると、iSCSIター
ゲット（各 ESXiホスト内の scvmclientサービス）と iSCSIイニシエータ（各 ESXiホスト上に
ローカルに存在する Kubernetes VM）の間の iSCSIトラフィックをサポートするために必要な
ESXiネットワークが設定されます。

HyperFlex Storage Integration for Kubernetesをサポートするために必要な ESXiネットワークの
設定は、各 ESXiホスト上の以前のネットワーク設定または既存のネットワーク設定を妨害し
ません。言い換えると、HyperFlexConnectでKubernetesのサポートを有効にしても、HyperFlex
システム上で現在動作している仮想マシンやアプリケーションは中断されません。

（注）

Kubernetes統合の有効化
次に、HyperFlexConnectでKubernetesのサポートを有効にするために必要な詳しい手順を示し
ています。
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1. サポートされているWebブラウザを使用して HyperFlexクラスタ（たとえば、
https://<hyperflex_cluster_management_IP_address）に移動します。

2. HyperFlex Connectに、管理者権限を持つVMware SSOアカウントとパスワード（つまり、
administrator@vsphere.local）でログインします。

3. HyperFlexConnectの右上隅にある [設定（Settings）]メニューアイコン（歯車のアイコン）
をクリックします。

図 1 : HyperFlex Connectの [設定（Settings）]メニュー

4. [統合（Integrations）]の下の [Kubernetes]をクリックします。
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図 2 : [統合（Integrations）] > [Kubernetes]の選択

5. [Kubernetesの永続ボリュームの有効化（Enable Persistent Volumes for Kubernetes）]ページで
は、新しいクラスタの [現在のステータス:（Current Status:）]の値は [無効（Disabled）]と
なっています。Kubernetesの永続的なボリュームをサポートするHyperFlexクラスタの設定
の有効化を]をクリックします。

図 3 : [Kubernetesの永続ボリュームの有効化（Enable Persistent Volumes for Kubernetes）]ページ
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[一部有効（Partially Enabled）]クラスタステータス
場合によっては、以前に有効になったクラスタの現在のステータスが [一部有効（Partially
Enabled）] と示されることがあります。このステータスは、通常、次のいずれかのシナリオが
発生した場合に表示されます。

• HyperFlexクラスタの拡張

• iSCSIに必要な ESXiネットワークへの変更

上記のいずれかのシナリオにおいて、HyperFlexConnectでKubernetesのサポートを再び有効に
するには、Kubernetes統合の有効化 （5ページ）に示されている手順を実行します。HyperFlex
は、すべてのホストが適切に有効にされ、設定されていることを保証します。Kubernetesのサ
ポートを再び有効にすると、現在のステータスが [有効（Enabled）] に変更されます。
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第 3 章

Cisco Container Platform用の HyperFlex
FlexVolume Storage Integrationの設定

• HX FlexVolumeと CCPの統合のサポートマトリックス（9ページ）
•前提条件（10ページ）
• Cisco Container Platformのテナントクラスタの作成（10ページ）
• HyperFlex FlexVolumeプラグインの管理（11ページ）
• HyperFlex FlexVolume Provisionerの管理（12ページ）
• StorageClassの設定（14ページ）
•永続ボリュームのプロビジョニング（14ページ）

HX FlexVolumeと CCPの統合のサポートマトリックス
次の表に、HXDataPlatformソフトウェアの各バージョンでサポートされているCiscoContainer
Platform（CCP）ソフトウェアのバージョンを示します。

表 1 : HX FlexVolumeと CCPの統合のサポートマトリックス

CCPバー
ジョン 3.0

CCPバー
ジョン 2.1、
2.2

CCPバー
ジョン 2.0

CCPバー
ジョン 1.5

CCPバー
ジョン 1.1、
1.2、1.3、1.4

CCPバー
ジョン 1.0

HX Data
Platformの
バージョン

———サポート対

象

サポート対

象

サポート対

象

3.0(1A)また
はそれ以降

—計画済みサポート対

象

未サポート——3.5(1a)以降

—計画済み計画済み———3.5(2a)以降

計画済み計画済み————4.0(1a)以降

計画済み計画済み————4.1(1a)以降
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前提条件
HyperFlex FlexVolume Storage Integrationを Cisco Container Platform用に設定する前に、次の前
提条件を満たす必要があります。

• Cisco HyperFlexクラスタがインストールされており、3.5(1a)以降を実行している。

• CiscoContainer Platformコントロールプレーンがインストールされており、2.0以降を実行
している。

Cisco Container Platformのテナントクラスタの作成
CCPコントロールプレーン内での CCPテナントクラスタ作成ワークフローでは、HyperFlex
FlexVolumeのストレージ統合に必要な 2つのコンポーネントの 1つであるHyperFlexFlexVolume
プラグインのインストールと設定を簡素化するために、[HyperFlexローカルネットワーク
（HyperFlex Local Network）]オプションを設定する必要があります。

次のセクションでは、CCPの「クラスタ作成」ワークフローについて、HyperFlex FlexVolume
プラグインをインストールするための [HyperFlexローカルネットワーク（HyperFlex Local
Network）]オプションを中心に簡単に説明します。新しい CCPテナントクラスタの作成の詳
細については、CCPのマニュアルを参照してください。

ステップ 1 CCPコントロールプレーン UIにログインします。

ステップ 2 [クラスタ（Clusters）]ページで、[新規クラスタ（New Cluster）]をクリックします。

ステップ 3 [基本情報（Basic Information）]ページで、適切な情報を入力し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 HyperFlex FlexVolumeプラグインをインストールおよび設定するようにCCPに指示するために、[プロバイ
ダー設定（ProviderSettings）]ページで、適切な情報を入力し、[HyperFlexローカルネットワーク（HyperFlex
Local Network）]オプションが「k8-priv-iscsvm-network」に設定されていることを確認します。

ステップ 5 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [概要（Summary）]ページで、クラスタ情報を表示し、[送信（Submit）]をクリックします。

CCPコントロールプレーンが、要求された新しい CCPテナントクラスタを展開し、HyperFlex FlexVolume
プラグインをインストールして設定します。

ステップ 7 新しい CCPテナントクラスタをプロビジョニングしたら、CCPコントロールプレーン UIの [クラスタ
（Clusters）]ページで、[アクション（Actions）]メニューの [トークンのダウンロード（DownloadToken）]
オプションを使用して、CCPテナントクラスタの kubeconfig環境ファイルをダウンロードします。

ステップ 8 CCPテナントクラスタの kubeconfig環境ファイルを管理ホストに転送します。ファイルの名前を変更
して、~/.kube/configパスに保存します。~/.kubeディレクトリが管理者ホストに存在しないときは、
そのディレクトリを作成する必要がある場合があります。

ステップ 9 次のコマンドと例を使用して、kubectlが新しい CCPテナントクラスタに対して機能することを確認し
ます。
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コマンド：

kubectl get nodes

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get nodes
NAME STATUS ROLES AGE VERSION
tc1-mastercf1ff968f8 Ready master 1d v1.10.1
tc1-worker11ab3f9dda Ready <none> 1d v1.10.1
tc1-worker87d761f2d0 Ready <none> 1d v1.10.1
ccpuser@admin-host:~$

HyperFlex FlexVolumeプラグインの管理

HyperFlex FlexVolumeプラグインのインストール
CCPテナントクラスタを展開するときに [HyperFlexローカルネットワーク（HyperFlex Local
Network）]オプションが正しく設定されていると、CCPコントロールプレーンは、HyperFlex
FlexVolumeプラグインを CCPテナントクラスタに自動的にインストールして設定します。追
加設定は必要ありません。

HyperFlex FlexVolumeプラグインのバージョンの確認

次の手順は、1つの CCPテナントクラスタノードでのみ実行する必要があります。重要

ステップ 1 いずれかのテナント Kubernetesクラスタノードに SSHを使用してログインします。CCPを介して CCPテ
ナントクラスタをプロビジョニングする場合は、「新規クラスタ」ワークフローで提供されるSSHキーに
対応するユーザ名を使用してください。

ステップ 2 次のコマンドを実行してディレクトリを
/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex-hxvolume/ディレク
トリに変更します。

cd/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex ~ hxvolume/

例：

ccpuser@tc1-mastercf1ff968f8:~$ cd

/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/$

ccpuser@tc1-mastercf1ff968f8:/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume$

ステップ 3 ルートユーザとして hxvolume versionコマンドを実行（sudoを使用）して HyperFlex FlexVolumeプラグイ
ンのバージョンを表示します。
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sudo hxvolume version

例：

ccpuser@tc1-mastercf1ff968f8:/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume$

sudo ./hxvolume version

hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8e

ccpuser@tc1-mastercf1ff968f8:/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume

HyperFlex FlexVolumeプラグインのアップグレード
HyperFlex FlexVolumeプラグインのアップグレードは、CCPテナントクラスタアップグレー
ドプロセスの一部として実行されます。CCPのマニュアルに記載されている手順に従ってCCP
テナントクラスタをアップグレードしてください。このプロセスには、HyperFlex FlexVolume
プラグインの使用可能な最新バージョンへのアップグレードが含まれます。

HyperFlex FlexVolume Provisionerの管理

HyperFlex FlexVolume Provisionerのインストール
CCPテナントクラスタを展開するときに [HyperFlexローカルネットワーク（HyperFlex Local
Network）]オプションが正しく設定されていると、CCPコントロールプレーンは、HyperFlex
FlexVolume Provisionerを CCPテナントクラスタに自動的にインストールして設定します。追
加設定は必要ありません。

HyperFlex FlexVolume Provisionerのバージョンの確認

ステップ 1 kubectl get pods -n kube-systemコマンドを実行して、展開されている HyperFlex FlexVolume Provisioner
ポッドの完全な名前を取得します。

kubectl get pods -n kube-system

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get pods -n kube-system
NAME READY STATUS RESTARTS AGE
calico-node-6mc7b 2/2 Running 0 7d
calico-node-tjks9 2/2 Running 0 7d
calico-node-z4png 2/2 Running 0 7d
calico-typha-7d48f84746-crrb2 1/1 Running 0 7d
calico-typha-7d48f84746-vt6gm 1/1 Running 0 7d
etcd-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
hx-provisioner-f98479996-k79v6 1/1 Running 0 6d
kube-apiserver-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
kube-controller-manager-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
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kube-dns-6c74cdd686-k877b 3/3 Running 0 7d
kube-proxy-8s6j6 1/1 Running 0 7d
kube-proxy-f2d2z 1/1 Running 0 7d
kube-proxy-vfqjz 1/1 Running 0 7d
kube-scheduler-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
tiller-deploy-5c567bd778-7xr6d 1/1 Running 0 7d
ccpuser@admin-host:~$

ステップ 2 kubectl describe pods...コマンドを実行して、展開されているHyperFlex FlexVolume Provisionerポッドの
完全な詳細情報を取得します。バージョンをタグとして含む hx-provisionerコンテナイメージ名（つま

り、コンテナ名のコロンの後ろ）を探します。

kubectl describe pods <pod_name> -n kube-system

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl describe pods hx-provisioner-f98479996-k79v6 -n kube-system
Name: hx-provisioner-f98479996-k79v6
Namespace: kube-system
Node: tc1-worker87d761f2d0/172.0.13.116
Start Time: Fri, 14 Sep 2018 21:23:41 -0400
Labels: app=hx-provisioner

pod-template-hash=954035552
Annotations: cni.projectcalico.org/podIP=192.168.2.11/32
Status: Running
IP: 192.168.2.11
Controlled By: ReplicaSet/hx-provisioner-f98479996
Containers:
hx-provisioner:
Container ID: docker://f5cc3d45480a7a706264b965cd71ee7af47680393101d507ce36826e4e4b384f
Image: hx-provisioner:0.10.274.git.365b059e
Image ID: docker://sha256:0184783ed8cd143b786ab77654a9a1ec693c6c005adb22a988f39e0538e1b822

Port: 443/TCP
Host Port: 0/TCP
Args:
-hxapi-url=$(HX_API_URL)
-hxapi-token-file=/secrets/hxapi/token
-hxapi-hxclusteruuid=$(HX_CLUSTERUUID)

State: Running

ccpuser@admin-host:~$

HyperFlex FlexVolume Provisionerのアップグレード
HyperFlex FlexVolume Provisionerのアップグレードは、CCPテナントクラスタアップグレー
ドの一部として実行されます。CCPのマニュアルに記載されている手順に従って CCPテナン
トクラスタをアップグレードしてください。このプロセスに、HyperFlexFlexVolumeProvisioner
の使用可能な最新バージョンへのアップグレードが含まれます。
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StorageClassの設定
CCPテナントクラスタを展開するときに [HyperFlexローカルネットワーク（HyperFlex Local
Network）]オプションが正しく設定されていたら、CCPコントロールプレーンは、HyperFlex
の StorageClassを CCPテナントクラスタに自動的に作成します。デフォルトでは、HyperFlex
の StorageClassは CCPテナントクラスタのデフォルトの StorageClassとして設定されていませ
ん。この場合、デフォルトでは、開発者は、HyperFlex FlexVolume Storage Integrationを使用す
るために、HyperFlexを永続ボリュームクレームの StorageClassとして明示的に指定する必要
があります。

kubectl get scコマンドを使用して、CCPテナントクラスタ上の StorageClassを表示します。

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get sc
NAME PROVISIONER AGE
hyperflex hyperflex.io/hxvolume 4s
standard (default) kubernetes.io/vsphere-volume 4s
ccpuser@admin-host:~$

永続ボリュームのプロビジョニング

ステップ 1 次のコマンドを実行して、ユーザ定義のpersistent_volume_claim_nameとsizeを含む永続ボリュー
ムクレーム YAMLファイルを作成します。

ストレージ要求を HyperFlex FlexVolume Provisionerに送信するには、storageClassName: hyperflex行が必

要です。

vi ~/hxkube/pvc.yaml
<insert the following>
apiVersion: v1
kind: PersistentVolumeClaim
metadata:
name: <persistent_volume_claim_name>

spec:
storageClassName: hyperflex
accessModes:
- ReadWriteOnce

resources:
requests:
storage: <size>Gi

例：

ccpuser@admin-host:~$ vi ~/hxkube/pvc.yaml
apiVersion: v1
kind: PersistentVolumeClaim
metadata:
name: message-board-pvc

spec:
storageClassName: hyperflex
accessModes:
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- ReadWriteOnce
resources:
requests:
storage: 100Gi

ccpuser@admin-host:~$

ステップ 2 kubectl createコマンドを実行して pvc.yamlファイルを送信し、CCPテナント Kubernetesクラスタに永続
ボリュームクレームオブジェクトを作成します。同時に、その動作の一環として、HyperFlexは、永続ボ
リュームオブジェクトを作成して永続ボリュームクレームオブジェクトを補完し、2つのオブジェクトを
Kubernetesでいっしょにバインドします。
kubectl create -f ~/hxkube/<pvc_name>.yaml

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl create -f ~/hxkube/pvc.yaml
persistentvolumeclaim/message-board-pvc created
ccpuser@admin-host:~$

ステップ 3 kubectl get pvcコマンドによって永続ボリュームクレームオブジェクトのステータスを確認して、その

オブジェクトが正常に作成され、永続ボリュームオブジェクトにバインドされていることを確認します。

kubectl get pvc

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get pvc
NAME STATUS VOLUME CAPACITY ACCESS MODES STORAGECLASS AGE
message-board-pvc Bound

ステップ 4 kubectl createコマンドによってKubernetesポッドを展開します。その際、永続ボリュームクレームオブ
ジェクトをポッド YAMLファイルで指定します。
kubectl create -f <pod_yaml_file>

例：

apiVersion: v1
kind: Pod
metadata:

name: message-board
labels:

app: message-board
name: message-board

namespace: default
spec:

containers:
- name: message-board
image: michzimm/message_board:version1
volumeMounts:
- name: demovolume1
mountPath: /sqldb

ports:
- containerPort: 5000

volumes:
- name: demovolume1
persistentVolumeClaim:

例：
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ccpuser@admin-host:~$ kubectl create -f ./message-board.yaml
pod/message-board created
ccpuser@admin-host:~$

ステップ 5 展開したポッドのステータスを調べて、動作していることを確認します。
kubectl get pods

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get pods
NAME READY STATUS RESTARTS AGE
message-board 1/1 Running 0 35m
ccpuser@admin-host:~$
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第 4 章

RedHat OpenShift Container Platform用の
HyperFlex FlexVolume Storage Integrationの
設定

• HX FlexVolumeと OCPの統合のサポートマトリックス（17ページ）
•前提条件（18ページ）
•管理者ホストのセットアップ（18ページ）
• RedHat OpenShift Container Platformの展開（19ページ）
• HyperFlex FlexVolumeソフトウェアの配信（19ページ）
• HyperFlex FlexVolumeプラグインの管理（22ページ）
• HyperFlex FlexVolume Provisionerの管理（28ページ）
• StorageClassの設定（32ページ）
•永続ボリュームのプロビジョニング（33ページ）

HX FlexVolumeと OCPの統合のサポートマトリックス
次の表に、HXDataPlatformソフトウェアの各バージョンでサポートされているRedHatOpenShift
Container Platform（OCP）ソフトウェアのバージョンを示します。

表 2 : HX FlexVolumeと Red Hat OCPの統合のサポートマトリックス

Red Hat OCP
バージョン
3.13

Red Hat OCP
バージョン
3.12

Red Hat OCP
バージョン
3.11

Red Hat OCP
バージョン
3.10

Red Hat OCP
バージョン
3.9

Red Hat OCP
バージョン
3.7

HX Data
Platformの
バージョン

————未サポート未サポート3.0(1A)また
はそれ以降

———サポート対

象

サポート対

象

—3.5(1a)以降

———計画済み計画済み—3.5(2a)以降
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Red Hat OCP
バージョン
3.13

Red Hat OCP
バージョン
3.12

Red Hat OCP
バージョン
3.11

Red Hat OCP
バージョン
3.10

Red Hat OCP
バージョン
3.9

Red Hat OCP
バージョン
3.7

HX Data
Platformの
バージョン

——計画済み計画済み——4.0(1a)以降

TBDTBD計画済み計画済み——4.1(1a)以降

前提条件
HyperFlex FlexVolume Storage Integrationを RedHat OpenShift Container Platform用に設定する前
に、次の前提条件を満たす必要があります。

• Cisco HyperFlexクラスタがインストールされており、3.5(1a)以降を実行している。

• RedHat OpenShift Container Platformがインストールされており、3.9以降を実行している。

•シスコソフトウェアダウンロードから最新の HX Kubernetesリリースパッケージをダウ
ンロードしている。

管理者ホストのセットアップ
このガイドのコンテキストでは、「管理者ホスト」は、OpenShiftクラスタをリモート管理す
るために使用される Linuxベースのホストを指します。このガイドでは、管理者ホストのオペ
レーティングシステムに使用するLinuxディストリビューションを指定していませんが、使用
するディストリビューションによっては一部のコマンドが多少異なる場合があります。管理者

ホストは、新しく展開されたホストでも、環境内の既存のホストでもかまいません。

次の手順は、管理者ホストで実行してください。重要

ステップ 1 Kubernetesコマンドラインツールセットの ocがインストールされていることを確認します。ツールセット
がインストールされていない場合は、https://kubernetes.io/docs/tasks/tools/install-oc/#install-ocで Linuxディス
トリビューションに基づく手順を確認できます。

ステップ 2 SSHキーペア（公開キーと秘密キー）が生成されていることを確認します。SSHキーペアは、リモート
OpenShiftクラスタを管理するために使用されます。

ステップ 3 cisco.comのHyperFlexのセクションから最新のHyperFlex FlexVolumeソフトウェアアーカイブ（zip）ファ
イルをダウンロードします。任意の方法（scpなど）で、HyperFlex FlexVolumeソフトウェアアーカイブ
（zip）ファイルを管理者ホストに転送します。このガイドの残りの部分は、HyperFlex FlexVolumeアーカ
イブ（zip）ファイルが管理者ホストの~/hxkubeディレクトリパスにコピーされていることが前提となっ
ています。
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ステップ 4 HyperFlex FlexVolumeソフトウェアアーカイブ（zip）ファイルを管理者ホストの ~/hxkubeディレクトリ
に解凍します。管理者ホストの Linuxディストリビューションに基づいて、パッケージマネージャ（つま
り、yumまたは apt-get）を使用して unzipパッケージをインストールする必要がある場合があります。

RedHat OpenShift Container Platformの展開
RedHatは、RedHat OpenShift Container Platformクラスタのインストールを自動化するための標
準メカニズムとして、Ansibleプレイブックを提供しています。RedHatのWebサイトでは、
AnsibleによるOpenShiftクラスタのインストールと設定に関するさまざまなドキュメントと情
報が提供されています。以降のセクションでは、RedHat OpenShift Container Platformの動作中
のインスタンスが存在するか、RedHatのWebサイトに記載されているRedHatの標準の方式と
ベストプラクティスでそれをインストールしていることが前提となっています。

Redhat OpenShift Container Platformクラスタノードを展開するときに、ノード VM用の追加の
インターフェイスが k8-priv-iscsivm-networkポートグループに追加されていることを
確認してください。このインターフェイスは、HyperFlex FlexVolume Storage Integrationを使用
するために必要です。

（注）

HyperFlex FlexVolumeソフトウェアの配信
OpenShiftを使用して HyperFlex FlexVolume Storage Integrationを正しくインストールして設定
するには、HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zipアーカイブファイルをすべてのOpenShift
クラスタノードに配信します。次の手順は、HXKubernetesアーカイブファイルを適切なホス
トに配信する詳しいプロセスを示しています。

次のコマンドで使用されるユーザ名（<ocpuser>として示されている）は、各 OpenShiftクラ
スタノードにコピーされ、設定されている SSH公開キーの所有者のユーザを表します。この
ユーザには、OpenShiftクラスタノードへのパスワードなしの SSHアクセス権が必要です。

（注）

次の手順は、管理者ホストで実行してください。重要

ステップ 1 次のコマンドを実行して、各 OpenShiftクラスタノードに hxkubeという名前のディレクトリを作成しま
す。

コマンド：
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for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host mkdir ~/hxkube; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo mkdir ~/hxkube; \
> done
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 2 HX Kubernetesアーカイブファイルを各 OpenShiftクラスタノードの ~/hxkubeディレクトリにコピーし
ます。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do scp <path_to_hxkube...zip> <ocpuser>@$host:~/hxkube; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do scp ./HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip ocpuser@$host:~/hxkube; \
> done
HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip 100% 37MB 107.6MB/s 00:00
HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip 100% 37MB 105.6MB/s 00:00
HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip 100% 37MB 106.0MB/s 00:00
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 3 各 OpenShiftクラスタノードで apt-get updateコマンドを実行します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh ocpuser@$host sudo apt-get update; \
done

例

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
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> do ssh ocpuser@$host sudo apt-get update; \
> done
Get:1 http://archive.ubuntu.com/ubuntu xenial InRelease [247 kB]
Hit:2 http://ppa.launchpad.net/cloud-images/gke-19/ubuntu xenial InRelease
Get:3 http://security.ubuntu.com/ubuntu xenial-security InRelease [107 kB]
Get:4 http://security.ubuntu.com/ubuntu xenial-security/main Sources [133 kB]
Get:5 http://archive.ubuntu.com/ubuntu xenial-updates InRelease [109 kB]
Get:6 http://archive.ubuntu.com/ubuntu xenial-backports InRelease [107 kB]
Get:7 http://security.ubuntu.com/ubuntu xenial-security/restricted Sources [2116 B]
...<content omitted for brevity>...
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 4 apt-get updateマネージャを使用して、各 OpenShiftクラスタノードに unzipパッケージをインストール
します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo apt-get install -y unzip; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo apt-get install -y unzip; \
> done

ステップ 5 各 OpenShiftクラスタノードで HX Kubernetesアーカイブファイルを解凍します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo unzip ~/hxkube/HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip -d ~/hxkube;
\
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host unzip ~/hxkube/HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip -d ~/hxkube; \
> done
Archive: /home/ocpuser/hxkube/HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip
extracting: RELEASE.txt
extracting: hx-provisioner-setup
extracting: hx-provisioner.tar.gz
extracting: hxkube-collect-logs
extracting: hxprovisioner-deploy.yaml
extracting: hxvolume
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...<content omitted for brevity>...
ocpuser@admin-host:~$

HyperFlex FlexVolumeプラグインの管理

HyperFlex FlexVolumeプラグインのインストール
次の手順は、管理者ホストで実行してください。

ステップ 1 OpenShiftの Ansibleインストールプレイブックは、デフォルトで iscsi-initiator-utilsパッケージ
をインストールします。パッケージがインストールされていることを確認してください。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo yum list installed iscsi-initiator-utils; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo yum list installed iscsi-initiator-utils; \
> done
Loaded plugins: product-id, search-disabled-repos, subscription-manager
Installed Packages
iscsi-initiator-utils.x86_64 6.2.0.874-7.el7 @rhel-7-server-rpms
Loaded plugins: product-id, search-disabled-repos, subscription-manager
Installed Packages
iscsi-initiator-utils.x86_64 6.2.0.874-7.el7 @rhel-7-server-rpms
Loaded plugins: product-id, search-disabled-repos, subscription-manager
Installed Packages
iscsi-initiator-utils.x86_64 6.2.0.874-7.el7 @rhel-7-server-rpms
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 2 何らかの理由でiscsi-initiator-utilsパッケージがインストールされていない場合は、yumパッケー
ジマネージャの sudo yum install -y iscsi-initiator-utils を使用してインストールします。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
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do ssh <ocpuser>@$host sudo yum install -y iscsi-initiator-utils; \
done

ステップ 3 yumパッケージマネージャを使用して avahi-autoipdパッケージをインストールします。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo yum install -y avahi-autoipd; \
done

ステップ 4 hxvolume-pluginDebianパッケージをインストールして、各OpenShiftクラスタノードの既存のHyperFlex
FlexVolumeプラグインを更新します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo dpkg -i ~/hxkube/hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35.deb; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo dpkg -i ~/hxkube/hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.deb;
\
> done
Selecting previously unselected package hxvolume-plugin.
(Reading database ... 56148 files and directories currently installed.)
Preparing to unpack .../hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.deb ...
Unpacking hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Setting up hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Selecting previously unselected package hxvolume-plugin.
(Reading database ... 56148 files and directories currently installed.)
Preparing to unpack .../hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.deb ...
Unpacking hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Setting up hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Selecting previously unselected package hxvolume-plugin.
(Reading database ... 56148 files and directories currently installed.)
Preparing to unpack .../hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.deb ...
Unpacking hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Setting up hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 5 各 OpenShiftクラスタノードで、HyperFlex FlexVolumeプラグインの更新されたバージョンを初期化しま
す。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
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<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo /usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/
hyperflex~hxvolume/hxvolume init; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo /usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/
exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume init; \
> done
{"capabilities":{"attach":false},"status":"Success"}
{"capabilities":{"attach":false},"status":"Success"}
{"capabilities":{"attach":false},"status":"Success"}
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 6 各 OpenShiftクラスタノードで、ローカル kubeletサービスを再起動します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo systemctl restart atomic-openshift-node; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo systemctl restart atomic-openshift-node; \
> done
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 7 HyperFlex FlexVolumeプラグインの新しいバージョンを確認します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo
/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume version; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo
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/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume version; \
> done
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
ocpuser@admin-host:~$

HyperFlex FlexVolumeプラグインのバージョンの確認

次の手順は、1つの OpenShiftテナントクラスタノードでのみ実行する必要があります。重要

ステップ 1 いずれかの OpenShiftクラスタノードに SSHを使用してログインします。

ステップ 2 ディレクトリを
/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex-hxvolume/ディレク
トリに変更します。

コマンド（Command）

cd /usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/

例：

ocpuser@openshift-master:~$ cd /usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/
ocpuser@openshift-master:/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume$

ステップ 3 ルートユーザとして hxvolume versionコマンドを実行（sudoを使用）して HyperFlex FlexVolumeプラグイ
ンのバージョンを表示します。

コマンド：

sudo hxvolume version

例：

ocpuser@openshift-master:/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume$
sudo ./hxvolume version
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
ocpuser@openshift-master:/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume$

HyperFlex FlexVolumeプラグインの更新

次の手順は、管理者ホストで実行してください。
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ステップ 1 hxvolume-pluginDebianパッケージをインストールして、各OpenShiftクラスタノードの既存のHyperFlex
FlexVolumeプラグインを更新します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo rpm -ivh ~/hxkube/hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35.rpm; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo rpm -ivh ~/hxkube/hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.rpm;
\
> done
Selecting previously unselected package hxvolume-plugin.
(Reading database ... 56148 files and directories currently installed.)
Preparing to unpack .../hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.rpm ...
Unpacking hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Setting up hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Selecting previously unselected package hxvolume-plugin.
(Reading database ... 56148 files and directories currently installed.)
Preparing to unpack .../hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.rpm ...
Unpacking hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Setting up hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Selecting previously unselected package hxvolume-plugin.
(Reading database ... 56148 files and directories currently installed.)
Preparing to unpack .../hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.rpm ...
Unpacking hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
Setting up hxvolume-plugin (1.0.284.git.4022e8ec.hx35) ...
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 2 各 OpenShiftクラスタノードで、HyperFlex FlexVolumeプラグインの更新されたバージョンを初期化しま
す。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo /usr/libexec/kubernetes/
kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume init; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo
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/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume init; \
> done
{"capabilities":{"attach":false},"status":"Success"}
{"capabilities":{"attach":false},"status":"Success"}
{"capabilities":{"attach":false},"status":"Success"}
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 3 各 OpenShiftクラスタノードで、ローカル kubeletサービスを再起動します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo systemctl restart atomic-openshift-node; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo systemctl restart atomic-openshift-node; \
> done
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 4 HyperFlex FlexVolumeプラグインの新しいバージョンを確認します。

コマンド：

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo /usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/
exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume version; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo
/usr/libexec/kubernetes/kubelet-plugins/volume/exec/hyperflex~hxvolume/hxvolume version; \
> done
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
hxvolume version: 1.0.284.git.4022e8ec.hx35
ocpuser@admin-host:~$

Cisco HyperFlex Systemsリリース 3.5アドミニストレーションガイド（Kubernetes用）
27

RedHat OpenShift Container Platform用の HyperFlex FlexVolume Storage Integrationの設定

HyperFlex FlexVolumeプラグインの更新



HyperFlex FlexVolume Provisionerの管理

HyperFlex FlexVolume Provisionerのインストール
次の手順は、管理者ホストで実行してください。

次のコマンドで使用されるユーザ名（<ocpuser>として示されている）は、各 OpenShiftクラ
スタノードにコピーされ、設定されている SSH公開キーの所有者のユーザを表します。その
ため、このユーザには、OpenShiftクラスタノードへのパスワードなしの SSHアクセス権が必
要です。

（注）

ステップ 1 HyperFlex FlexVolume Provisioner Dockerイメージを各 OpenShiftクラスタノードにロードします。

コマンド（Command）

for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo docker image load –-input ~/hxkube/hx-provisioner.tar.gz; \
done

例

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo docker image load –-input ~/hxkube/hx-provisioner.tar.gz; \
> done
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 2 hx-provisioner-setupスクリプトを実行して、HyperFlex Provisionerポッドを OpenShiftクラスタに展
開するために必要な YAMLファイルを生成します。hx-provisioner-setupスクリプトの実行時に、
次の情報をパラメータとして指定してください。

パラメータ：

• -cluster-name：OpenShiftクラスタの名前（HyperFlexクラスタ全体で一意である必要がある）。

• -url：HyperFlex APIに到達するための URL。この URLは
「https://<hyperFlex_cluster_management_IP_address」に相当します。
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• -username：HyperFlexクラスタの認証に使用されるユーザ名。通常、vCenter SSOアカウント
（administrator@vsphere.localなど）です。

• -password：スクリプトを実行すると、そのユーザ名のパスワードを入力するように求められます。

コマンド：

~/hxkube/hx-provisioner-setup -cluster-name <ocp_cluster_name> -url
https://<hx_cluster_mgmt_ip> -username administrator@vsphere.local >
~/hxkube/hxprovisioner-<ocp_cluster_name>.yaml

例：

ocpuser@admin-host:~$ ~/hxkube/hx-provisioner-setup -cluster-name tc1 -url https://172.0.13.32
-username
administrator@vsphere.local > ~/hxkube/hxprovisioner-tc1.yaml

password for [administrator@vsphere.local] at [https://172.0.13.32]:

ocpuser@admin-host:~$

ステップ 3 hxprovisioner-deploy.yamlファイルが正常に作成されていることを確認します。

コマンド：

ls ~/hxkube

例：

ocpuser@admin-host:~$ ls -l ~/hxkube
total 76316
-rwxr-xr-x. 1 ocpuser ocpuser 371 Jan 1 2008 hxkube-collect-logs
-rw-r--r--. 1 root root 39062629 Sep 14 03:01 HX-Kubernetes-1.0.284.git.4022e8ec.hx35.zip
-rw-r--r--. 1 ocpuser ocpuser 2374 Jan 1 2008 hxprovisioner-deploy.yaml
-rwxr-xr-x. 1 ocpuser ocpuser 8189574 Jan 1 2008 hx-provisioner-setup
-rw-r--r--. 1 ocpuser ocpuser 7023470 Jan 1 2008 hx-provisioner.tar.gz
-rw-rw-r--. 1 ocpuser ocpuser 2352 Sep 14 13:12 hxprovisioner-tc1.yaml
-rwxr-xr-x. 1 ocpuser ocpuser 4531292 Jan 1 2008 hxvolume
-rw-r--r--. 1 ocpuser ocpuser 8805368 Jan 1 2008
hxvolume-plugin-1.0.284.git.4022e8ec.hx35-1.x86_64.rpm
-rw-r--r--. 1 ocpuser ocpuser 8726184 Jan 1 2008 hxvolume-plugin_1.0.284.git.4022e8ec.hx35_amd64.deb
-rw-r--r--. 1 ocpuser ocpuser 1780928 Jan 1 2008 istgttool
-rw-r--r--. 1 ocpuser ocpuser 1942 Jan 1 2008 RELEASE.txt
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 4 oc createコマンドを実行して、HyperFlex Provisionerポッドを展開します。

この手順では、いずれかの OpenShiftクラスタワーカーノードで動作するように HyperFlex
Provisionerポッドをスケジュールします。OpenShiftクラスタマスターノードでHyperFlexProvisioner
ポッドを実行する必要がある場合は（これを行う技術的な理由はありませんが）、

hxprovisioner-<ocp_cluster_name>.yamlファイルを編集して「Toleration」を含めて、

OpenShiftクラスタマスターノード用に設定されたテナントを無効化する必要があります。

（注）

コマンド：

oc create -f ~/hxkube/hxprovisoner-<ocp_cluster_name>.yaml
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例：

ocpuser@admin-host:~$ oc create -f ~/hxkube/hxprovisioner-tc1.yaml
secret/hxprovisioner created
configmap/hxprovisioner-config created
serviceaccount/hxprovisioner created
clusterrolebinding.rbac.authorization.k8s.io/hxprovisioner-binding created
deployment.apps/hx-provisioner created
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 5 HyperFlex Provisionerポッドが動作していることを確認します。

コマンド：

oc get pods -n kube-system

例：

ocpuser@admin-host:~$ oc get pods -n kube-system
NAME READY STATUS RESTARTS AGE
calico-node-6mc7b 2/2 Running 0 1d
calico-node-tjks9 2/2 Running 0 1d
calico-node-z4png 2/2 Running 0 1d
calico-typha-7d48f84746-crrb2 1/1 Running 0 1d
calico-typha-7d48f84746-vt6gm 1/1 Running 0 1d
etcd-openshift-master 1/1 Running 0 1d
hx-provisioner-f98479996-k79v6 1/1 Running 0 31s
kube-apiserver-openshift-master 1/1 Running 0 1d
kube-controller-manager-openshift-master 1/1 Running 0 1d
kube-dns-6c74cdd686-k877b 3/3 Running 0 1d
kube-proxy-8s6j6 1/1 Running 0 1d
kube-proxy-f2d2z 1/1 Running 0 1d
kube-proxy-vfqjz 1/1 Running 0 1d
kube-scheduler-openshift-master 1/1 Running 0 1d
tiller-deploy-5c567bd778-7xr6d 1/1 Running 0 1d
ocpuser@admin-host:~$

HyperFlex FlexVolume Provisionerのバージョンの確認

ステップ 1 kubectl get pods -n kube-systemコマンドを実行して、展開されている HyperFlex FlexVolume Provisioner
ポッドの完全な名前を取得します。

kubectl get pods -n kube-system

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get pods -n kube-system
NAME READY STATUS RESTARTS AGE
calico-node-6mc7b 2/2 Running 0 7d
calico-node-tjks9 2/2 Running 0 7d
calico-node-z4png 2/2 Running 0 7d
calico-typha-7d48f84746-crrb2 1/1 Running 0 7d
calico-typha-7d48f84746-vt6gm 1/1 Running 0 7d
etcd-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
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hx-provisioner-f98479996-k79v6 1/1 Running 0 6d
kube-apiserver-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
kube-controller-manager-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
kube-dns-6c74cdd686-k877b 3/3 Running 0 7d
kube-proxy-8s6j6 1/1 Running 0 7d
kube-proxy-f2d2z 1/1 Running 0 7d
kube-proxy-vfqjz 1/1 Running 0 7d
kube-scheduler-tc1-mastercf1ff968f8 1/1 Running 0 7d
tiller-deploy-5c567bd778-7xr6d 1/1 Running 0 7d
ccpuser@admin-host:~$

ステップ 2 kubectl describe pods...コマンドを実行して、展開されているHyperFlex FlexVolume Provisionerポッドの
完全な詳細情報を取得します。バージョンをタグとして含む hx-provisionerコンテナイメージ名（つま

り、コンテナ名のコロンの後ろ）を探します。

kubectl describe pods <pod_name> -n kube-system

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl describe pods hx-provisioner-f98479996-k79v6 -n kube-system
Name: hx-provisioner-f98479996-k79v6
Namespace: kube-system
Node: tc1-worker87d761f2d0/172.0.13.116
Start Time: Fri, 14 Sep 2018 21:23:41 -0400
Labels: app=hx-provisioner

pod-template-hash=954035552
Annotations: cni.projectcalico.org/podIP=192.168.2.11/32
Status: Running
IP: 192.168.2.11
Controlled By: ReplicaSet/hx-provisioner-f98479996
Containers:
hx-provisioner:
Container ID: docker://f5cc3d45480a7a706264b965cd71ee7af47680393101d507ce36826e4e4b384f
Image: hx-provisioner:0.10.274.git.365b059e
Image ID: docker://sha256:0184783ed8cd143b786ab77654a9a1ec693c6c005adb22a988f39e0538e1b822

Port: 443/TCP
Host Port: 0/TCP
Args:
-hxapi-url=$(HX_API_URL)
-hxapi-token-file=/secrets/hxapi/token
-hxapi-hxclusteruuid=$(HX_CLUSTERUUID)

State: Running

ccpuser@admin-host:~$

HyperFlex FlexVolume Provisionerの更新

ステップ 1 シスコソフトウェアダウンロードから最新のHXKubernetesリリースパッケージをダウンロードします。

ステップ 2 「 HyperFlex FlexVolumeソフトウェアの配信」の手順に従って、最新の HX Kubernetesリリースパッケー
ジを各 OpenShiftクラスタノードにコピーします。ファイルを解凍します。

コマンド：
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for host in <master_node_ip> \
<worker_node_1_ip> \
<worker_node_2_ip> \
...
<worker_node_N_ip>; \
do ssh <ocpuser>@$host sudo docker image load –-input ~/hxkube/hx-provisioner.tar.gz; \
done

例：

ocpuser@admin-host:~$ for host in 172.0.13.114 \
> 172.0.13.115 \
> 172.0.13.116; \
> do ssh ocpuser@$host sudo docker image load –-input ~/hxkube/hx-provisioner.tar.gz; \
> done
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
ocpuser@admin-host:~$

ステップ 3 上記のコマンドの出力から、新しくロードされた Dockerイメージの完全な名前を書き留めます。
962a0db319db: Loading layer [=========================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35
962a0db319db: Loading layer [==================================================>] 21.93 MB/21.93 MB
Loaded image: hx-provisioner:1.0.284.git.4022e8ec.hx35

ステップ 4 oc set imageコマンドを実行して、更新されたコンテナイメージを使用するように HyperFlex FlexVolume
Provisionerコンテナの展開を更新します。

コマンド：

oc set image deployment/hx-provisioner hx-provisioner=<new_image_name>

StorageClassの設定
CCPテナントクラスタを展開するときに [HyperFlexローカルネットワーク（HyperFlex Local
Network）]オプションが正しく設定されていたら、CCPコントロールプレーンは、HyperFlex
の StorageClassを CCPテナントクラスタに自動的に作成します。デフォルトでは、HyperFlex
の StorageClassは CCPテナントクラスタのデフォルトの StorageClassとして設定されていませ
ん。この場合、デフォルトでは、開発者は、HyperFlex FlexVolume Storage Integrationを使用す
るために、HyperFlexを永続ボリュームクレームの StorageClassとして明示的に指定する必要
があります。

kubectl get scコマンドを使用して、CCPテナントクラスタ上の StorageClassを表示します。

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get sc
NAME PROVISIONER AGE
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hyperflex hyperflex.io/hxvolume 4s
standard (default) kubernetes.io/vsphere-volume 4s
ccpuser@admin-host:~$

永続ボリュームのプロビジョニング

ステップ 1 次のコマンドを実行して、ユーザ定義の persistent_volume_claim_nameと sizeを提供する永続ボ
リュームクレーム YAMLファイルを作成します。

ストレージ要求を HyperFlex FlexVolume Provisionerに送信するには、storageClassName: hyperflex行が必

要です。

vi ~/hxkube/pvc.yaml
<insert the following>
apiVersion: v1
kind: PersistentVolumeClaim
metadata:
name: <persistent_volume_claim_name>

spec:
storageClassName: hyperflex
accessModes:
- ReadWriteOnce

resources:
requests:
storage: <size>Gi

例：

ccpuser@admin-host:~$ vi ~/hxkube/pvc.yaml
apiVersion: v1
kind: PersistentVolumeClaim
metadata:
name: message-board-pvc

spec:
storageClassName: hyperflex
accessModes:
- ReadWriteOnce

resources:
requests:
storage: 100Gi

ccpuser@admin-host:~$

ステップ 2 kubectl createコマンドを実行して pvc.yamlファイルを送信し、CCPテナントKubernetesクラスタに永続
ボリュームクレームオブジェクトを作成します。同時に、その動作の一環として、HyperFlexは、永続ボ
リュームオブジェクトを作成して永続ボリュームクレームオブジェクトを補完し、2つのオブジェクトを
Kubernetesでいっしょにバインドします。
kubectl create -f ~/hxkube/<pvc_name>.yaml

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl create -f ~/hxkube/pvc.yaml
persistentvolumeclaim/message-board-pvc created
ccpuser@admin-host:~$
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ステップ 3 「kubectl get pvc」コマンドによって永続ボリュームクレームオブジェクトのステータスを確認して、その
オブジェクトが正常に作成され、永続ボリュームオブジェクトに「バインド」されていることを確認しま

す。

kubectl get pvc

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get pvc
NAME STATUS VOLUME CAPACITY ACCESS MODES STORAGECLASS AGE
message-board-pvc Bound

ステップ 4 「kubectl create」コマンドによって Kubernetesポッドを展開します。その際、永続ボリュームクレームオ
ブジェクトをポッド YAMLファイルで指定します。
kubectl create -f <pod_yaml_file>

例：ポッド YAML

apiVersion: v1
kind: Pod
metadata:

name: message-board
labels:

app: message-board
name: message-board

namespace: default
spec:

containers:
- name: message-board
image: michzimm/message_board:version1
volumeMounts:
- name: demovolume1
mountPath: /sqldb

ports:
- containerPort: 5000

volumes:
- name: demovolume1
persistentVolumeClaim:

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl create -f ./message-board.yaml
pod/message-board created
ccpuser@admin-host:~$

ステップ 5 展開したポッドのステータスを調べて、動作していることを確認します。
kubectl get pods

例：

ccpuser@admin-host:~$ kubectl get pods
NAME READY STATUS RESTARTS AGE
message-board 1/1 Running 0 35m
ccpuser@admin-host:~$
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